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2017.10,1 広報よみたんと
下記の日程で、日本年金機構コザ年金事務所主催による『年金出張相談会』を開催いたします。

相談内容は、「年金の請求に関すること」や「年金の加入記録の確認」等、年金に関する事です。

また、50歳以上の方は見込額の計算をすることができます。この機会をぜひお見逃 しなく !!

日 時 : 平成 29年 11月 22日 (水 )

場 所 : 読谷村役場  1階 ロビー

受 付
(要予約)

日本年金機構 コザ年金事務所 お客様相談窒

案内音声にしたがつて「 1」 のあと「 2」 を押して下さい。

※持参する物 :①身分証明証 (運転免許証やパスポート等)

②基礎年金番号がわかる物  「年金手帳」や「年金証書」、「ねんさん定朝便」

※代理人による相談をご希望の場合は委任状が嚇要になります。(住民年金課窓□にてご用意しております)

お間い合わせ :読谷村役場 1階 住民年金課 年金係 (1番窓口) 奮982-9207

「年金出張相談会」 開催  (要予約 )

933-2267(代 表 )※ 11月 1日 より受付開始

(´ )

♪隣ヴ拶轟庶鰺鈎フ麗か魃鰺
8月コ7日 |こ「 トクチ′Sヽくしカフエ」 (主催:打セツ

'き
らめき 代表渡慶次寛)が「ク

゛

ループホームきらめきトグチ」で開催されました。

「′もヽ<しカフエ」とこ夫、認知症の方やその家族、介護|こ携わる方、地域の方など、

どなたでも参加できる集いの場所です。介護相

翰譲鰺施♪

鵠

1圭!f
どぅめき

トグチ′Tヽ く
賤

鬱tΓ 上

藤
一

談のほか、介護家族の息抜きの場としても活用

される予定です。美味しいコーヒーを飲みなが

ら楽し<交流しませんか?

今回は、回想法や懐かしい音楽を通して普を

振り返ったり「スターバックス読谷店」のご協力により田仲店長が「美味しいコ

ーヒーの滝れ方」を実演していただきました。

開催場所 :グループホームきらめきトグチ (切セ
｀
ノ

'一

きらめき 2,皆)

開催日 :毎月第3木l醒日 15時～46時鉤分

参加費 :無料

主 催 :ケアセツターきらめき a957‐ 1670

共 催 :読谷村役場 1,旨 読谷村地域包括支援センター

め問い合わせ :読谷村役場 1,皆 読谷村地以包括支援センター a982‐9232

‐  ド

―秦魔齢護の

～ 池も認畑庭査理解 したい ～
認知庭サポーター欝威講座 緑 糊

内容 :認知症の基礎知識 、認知症の方やその ご家族 を

理解する為に事例・DVDや 講話 を通 して支援のあ り方

を学びます。

○

日時 :平成 29年 10月 20日 (金)16時～17時

場所 :読谷村役場 1階 健康推進課隣り会議室

※申込は開催日の 3日前までに連絡下さい

姦
や
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読
谷
村
更
生
保
護
女
性
会
の
我
謝
良
江

さ
ん
が
法
務
大
臣
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た

こ
と
を
う
け
、
８
月
７
日
、
石
嶺
村
長
ヘ

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

我
謝
さ
ん
は
平
成
８
年
、
更
生
保
護
女

性
会
結
成
の
準
備
段
階
が
ら
関
わ
り
、
結

成
後
も
数
々
の
役
職
を
経
て
、
更
に
沖
縄

県
更
生
保
護
女
性
連
盟
の
広
報
誌
の
広
報

委
員
と
し
て
の
長
年
の
功
債
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
感
謝
状
贈
呈
と
な
り
ま
し
た
。

我
謝
さ
ん
は
、
「
∝
の
よ
う
な
賞
を
受

賞
し
た
こ
と
を
嬉
し
＜
思
い
ま
す
。
こ
の

賞
は
私

一
人
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
は
な

＜
、
読
谷
村
更
生
保
護
女
性
会
の
こ
れ
ま

で
の
活
動
が
認
め
ら
れ
た
が
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
読
谷
村
更
生
保
護
女
性
会
は
来
年

霞
で

２０
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
節
目
に
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
の
更
生
保
護
女
性
会
活
動
に
弾

み
が
つ
き
茨
ず
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

石
嶺
村
長
は

「
受
賞
あ
め
で
と
う
ご
ざ

い
茨
す
。
も
ら
う
べ
＜
し
て
も
ら
つ
た
賞

だ
と
思
い
ま
す
。

更
生
保
護
女
性

会
の
活
動
は
、

簡
単
に
で
き
る

仕
事
で
は
な
い

の
で
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み

に
感
謝
し
茨
ず
。

こ
れ
が
ら
も
更

生
保
護
活
動
ヘ

の
ご
尽
力
を
あ

願
い
し
茨
サ
。
」

と
激
励
し
ま
し

た
。
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７
月
に
開
催
さ
れ
た
世
界
パ
ラ
陸
上
□

ン
ド
ン
大
会
に
あ
い
て
、
走
り
幅
跳
び
で

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
山
本
篤
選
手
、
走

り
高
跳
び
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
鈴
木

徹
選
手
が
、
メ
ダ
ル
獲
得
報
告
の
た
め
村

役
場
を
訪
れ
、
役
場
１
階
村
民
ホ
ー
ル
で

セ
レ
モ
三
十
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
選
手
は
、
毎
年
読
谷
村
で
ヌ
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
あ
り
、
メ
ダ
ル
獲
得

の
報
告
を
直
接
あ
届
け
し
た
い
と
の
想
い

か
ら
、
強
化
合
宿
の
合
間
を
縫
い
、
読
谷

村
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
本
選
手
は

「本
国
は
あ
集
ま
り
頂
き

あ
り
が
こ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
大
会
は
銀

メ
ダ
ル
で
し
た
が
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ

ク
で
金
メ
ダ
ル
と
世
界
新
記
録
を
出
せ
る

よ
う
睦
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

鈴
木
選
手
は

「世
界
大
会
で
は
初
め
て

個
人
の
メ
ダ
ル
獲
得
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
読
谷

村
に
は
あ
世
話

に
な
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
応

援
よ
ろ
し
＜
あ

願
い
し
ま
す
。」

と
挨
拶
し
ま
し

た
。
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平成29年 11月 11日 (上)1露 時～16睦 §〇姶、読谷本サ文イヒ壇ンターにて、
村立3保育所と認可保育園9園によります読谷村保育まつりが開催されます。

みんなで遊ぼうコーナーやお話コーナー、食育コーナーなど親子で楽しめる遊びや体験コーす―を

たくさんご用意してしヽます。多くの村民の皆様のご来場をお待らしております。

お問い合わせ :読谷村北保育所 奮958-4141

読
谷
村
公
民
館
連
絡
協
議
会
が
、

平
成

２９
年
度
沖
縄
県
警
察
本
部
長

・

沖
縄
県
交
通
安
全
協
会
連
合
会
会
長

連
署
表
彰
に
あ
い
て
、
『
交
通
安
全
優

良
団
体
』
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
こ
と

を
う
け
、
９
月
１
日
、
石
嶺
村
長
ヘ

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
、
各
自
治

会
長
に
よ
る
交
通
安
全
指
導
や
、
毎

月
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
前
交
差
点
や

大
澄
交
差
点
で
行
わ
れ
る
飲
酒
運
転

根
絶
街
頭
運
動
な
ど
の
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

石
嶺
村
長
は
、
各
自
治
会
長
の
積

極
的
な
取
り
組
み
匠
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
、
「
欲
酒
運
転
根
絶
の
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
こ
の
活
動
を
続
け
て
ほ
し
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。
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漠

９
月
７
日
、
読
谷
村
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
整
備
事
業
の
起
正
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

設
計
及
び
施
工
管
理
を
株
式
会
社

大
洋
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
施
工

を
有
限
会
社
有
志
建
設

。
大
武
建
設

株
式
会
社
の
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体
が
行
い
ま
す
。

読
谷
村
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
コ

ー
ヌ
全
長

８４９

ｍ
ヽ
帽
ホ
‐
ル
、
パ
ー

６６
と
な
る
予
定
で
、
今
年
度
は
土
木

工
事
、
来
年

度
匠
建
築
エ

事

を
行

い
、

平
成

割
年
度

の
供
用
開
始

を
目
指
し
ま

す
。
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Ⅲ 燕 ナーとム

男 45 □ 読谷村畜産まつり
8月 30日 、村内の畜産農家が一堂に会し、畜産農家同士の生産技術に関する情報交換こ親睦を深め、読

谷村の畜産振興を図ることを目的に、第45回読谷村畜産まつりが開催されました。

当日は、村内の保育同児たちが見学 |こ訪れ、間近で見る        【ぉ寸長賞受賞者】

曳由傷

牛や山羊の姿に驚きながらも声を掛|するなどし、見単を楽

しんでいました。
肉用牛 若 l埓佳第 1類 与久田   滴

肉用 牛 若雌第 2類 松 田 浩 明

肉 用 牛 成 l貯佳第 1類 与那覇 俊 光

肉用 牛 成 l埓佳第 2類 松 田 浩 明

肉用牛 成雌第 3類 玉 城 妙 子

肉用牛 成 lL佳第 4類 玉 ナ成 大 樹

肉 用 牛 素牛 (雄 ) 玉 効 初 彦

肉 用 牛 素牛 (lI佳 ) 比 嘉 義 正

山  羊 未経産 効 間 澄 子

山  羊 経  産 津 波 孝 之

山  羊 若齢雄 津 波 孝 之

山  羊 壮齢雄 津 波 孝 之

防火対象物表示マーク・救急ヌテーンヨン表示マーク交付式
9月 11日 、ニライ消防本部より、ホテル日航アリビラヘB方来対象物表示マーク (金)の交付式が行われ

ました。表示マークとは、消防安全対策が特 |こ重要とされるホテル、旅館等について、表示基準に適合す

るホテル等に対し表示マークを交付し、利用者に建物の安全情報を提供する制度です。

今回ニライ消防管轄内で 」i初 めて金の表示マーク交付基準に「ホテル日航アリビラ」が適合したため、

表示マーク (金)が交付されました。

また同日に、救急ヌテーンヨン表示マークの交付式も行われました。救急ステーンヨンとは、地頭の事

業所等に設置された「AED」 を、その事業所のみならず緊急事態には地域の住民 |こ も使用して頂けるように、

消防本部と事業所が協力し、安全・安心な街

づ<りを目指してヌタートした認定制度です。

今回、AEDが積載された車両等を容易に知

り得る環境を整え、救命率の向上に繋げるこ

とを目的として、県内で初めて「株式会社比

謝川電気」 |こ車両用の救急ヌテーンヨンマグ

ネット式表示マークが交付されました。

ホテル日航アリビラ 株式会社比謝川電気

,法 ホマーク 兵付

ｆ
式

主
器

あがりじよう

波平「東門」のガプユマルが琉球新報|こ掲載されました
波平のあしびな―である東門。この東門には「沖縄の電木百選」に選ばれて

いる5本の大きなガブユマルがあります。そのガジユマルが琉球新報社の紙面

|こ掘載されました。 (8月 26日 (土)掲載)

ガプユマル 5本のうち 2本は、1964年に当時の読谷中3年生30人と担任の免

生で一緒|こ植えた本で、50年以上、波平の人々を見守ってきた大木です。2011

年の大きな台風では 1本が倒木し、致命的な傷を負つてしまいましたが、波平

区の皆さん|こ より立て直されることで何こか持ちこたえ、順調に回復してきま

した。昨年には一部腐食がみられましたが、腐食部分の撤去・施肥を行い、現在

は新しい枝葉も生え始めています。

取材でlよ波平区の皆さんが「地頭の自慢の木だ。早<回復し、もっと大き<
なってほしい」と想いを述べました。
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甲蔭29簿  ll乳詈醸痙踏童爆働ほつ操て
鱒錢顧電麟頑拶晃プ瞼錢g贔拶鷲嬢歓咽堪電鐘電鶴

実施期間 :9月 1日 ～11月 30日
本県にlよ、猛毒を持つハブが生息し、年間 ¬00件前後の咬症被害が発生してあります。 1年のうちでも、 9

月から11月に加すては、ハブの数が増加し、加えてこの時期は、農作業で田畑や山野への出入りが多いことから、

咬症被害も多く発生してあります。

近年で こ夫、ハブ咬症による死亡事故 こ衣ほとんど見られませんが、住宅敷地内でのハブの目撃・咬症被害が後

を絶ちません。

このような咬症被害を無<すためにも、草刈や、エサとなるネズミの駆除等環境整備を行い、ハブが生息 。

侵入しに<い環境を作っていきましよう !

詳しくは、読谷村役場公式ホームベープをご覧<ださい。

あ問い合わせ :読谷村役場 4階  生活環境課 合 982-9214

平成29年度 第1回 読谷村総合教育会議が開催されました

～認可保育園での5戚児保育と村立卸稚園での複数年保育を推進することを確認～

9月 7日、平成 29年度第 1固読谷村総合教育会議が開催されました。

「総合教育会議」とは、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正に伴い、すべての地方公共

団体に設習Lされること|こなった会議で、村長こ教育委員会が教育の課題やあるべき姿を共有し、よリー層、民意

を反映した教育行政の推進を図るため、協議・調整を行う会議です。

会議では「読谷村にあ |す る就学前の子どもに関する教育、保育等の充実」について協議が行われ、そのなかで

「村内の一部の認可保育園にあ |す る 5歳児保育の実施」及び「村立幼稚園にあ |す る複数年保育 (4歳児・ 5歳児 )

の実施」について推進してい<ことが確認されました。

議題の内容や議事録につきましては、読谷村のホームベープに掲載してありますのでご覧<ださい。

あ間い合わせ :読谷村教育委員会 教育総務課 盆982-9228
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平成29年就業構造基本調査
総務省統計局 (沖縄県・読谷村)で lこ丈、10月 1日 現在で就業構造基本調査を実施します。

この調査は、日本の就業・不就業の実態を明らかにすることを目的として、統計法に基づき実施する国の重要

な統計調査です。

皆様 |こ、より便利にご固答いただ<ため、パソコンやヌマートフオンを使って、簡単 |こ 回答することが可能と

なっています。 9月下旬から、調査員が調査をあ願いする世帯に伺ってありますので、調査の趣旨をご理解い

ただき、ご固答をあ願いいたし示す。

あ間い合わせ :読谷村役場 2階 企画政策 D果 情報政策係 a982-9203
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第10回 児童生徒の平禾日に関する図画・作文コンクール

軸争こ平不□|こ ついて老え、平不日を尊δ心を育益目的で、「第 10固 児童生徒の平和にF業目する図画・作

文コンフール」を実施いたしました。

今回 こ夫、村内の小中単校から図画・作文合わせて 1,645点 と多<の応募がありました。

入賞作品 (図画の部 :入選以上、作文の部 :優秀賞以上)|こついては、10月 2日 ～ 40月 13日 までの間、

読谷村役場 1階村民ホールにあいて展示することもに、読谷村のホームベープ内|こある “バーチやル平

不日資料館"でも紹介する予定ですので、是非ご覧<ださい。

● 審査員講評 ◇

図画の部 (審査員 :伊波寛、喜友名小百合 )

総評 :応募された全作品とも、 コン

`フ

ールの趣 当をよ<理解 し、各学年とも発達段階 |こ /5、 さわ しい表現

とした素晴らしい作品がた<さんありました。

こ<|こ低学年の作品は、表情が明る<のびのびとしたものが多かったです。どの作品も、身近な生渚

の中での平不□や共生、人権教育の視点 |こ よる作品で画面構成なども、校種や学年の発達段階 |こ応 じた作

品 |こ なっていました。色使いや表現力がすばらしい作品が多<審査をするの |こ大変苦労 しました。

作文の部 (審査員 :比嘉秀侑、とし嘉雄―、大城章、照屋玲子 )

戦後 72年の歳月が経 つた今、戦争体験者が高齢 |こ な り、「語 り部」の方々も減少 し、歴史の実相を伝

承することが厳 しい状況 |こ ある。だからこそ、本 コングールが、「平不日4子政推進事業」の一環として企画

される意義 lこ夫大き<、 作文の内容にもその趣旨が生かされ、児童 。生徒の平和 を希求する思いが伝わる

作品が多かつた。さらに、これか らの社会 を生きてい<上でこても大切な「表現力」の育成 |こ 資する貴

重な機会となったことも高<評イ面したい。

応募者は、平不日学習で学んだことを通 して作文 |こ綴 っているのが多か った。作品の内容は、平不日の尊

さや命の大切さをちゃんと捉えてあ
‐
り、その思いが読み手 |こ 伝わってきた。児童・生徒の平不日への関心

度と意識の高さを感 じることができた。 (一部抜粋 )

入 宮 巻V 学 縛 名 単征 .ノフ=ラ 狽 【 名 三吊 名

1点 読谷 3-3 タマンロ  コウノ

玉域 光乃 軸争は嫌だ読谷村長賞

読谷村教育長賞 1点 読谷 2-6 トウヤマ  キヅキ

営山 祈月 1人 1人が平不□をつくる

優秀賞 1点 読谷 2-4 トウヤマ  カズアキ

営山 一朗 戦争と平和について

三吊 名自 入富類 学校 名 学年・イフラ双

古堅 3-2 平禾□への願い
入選

2点

古堅 3-6 シオザキ  ミ ユ

偏崎 華結 語りつぐ思い

ヽ′

自 人 冨 叡 単構 名 当 律・アフう つ 氏 筈 作 吊名

説谷不U長夏 1点 古堅南 6-3 笑蓬 者牝 私の慰霊の日

古堅南 3-2 タイラ    ココア

平 虔 ‖`ヽ野 デイゴの木

「平和」について

読谷本」教育長舅 2点

読谷 5-3 ウエアヽラ  =7,レ ノ

上原 丸乃

渡慶次 2-2 酷 旨 へいわなせかい

読谷 5-3 アハゴン

阿湾根 <る旅 勃多

古堅南 3-2 ウエハラ  リ ク ト

上原 陸翔 せんそうがない世界

優秀冨 4点

古堅南 3-2 ナガミネ  シュウカ

長語 朱喜 ずつと平和な世界

入選 6点 氏名及び作品篭省略
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入賞者 :図画の部 (小学生)

お間い合わせ :読谷村役場 3階 企画政策課 a982-9205

バーチャル平和資料館 htto:〃 heiwa.yomttan.io/4/3960.htmi

』
員 入賞数 学校名 学年 クラス 氏名 作品名

村長賞 1点 喜名 1-1
ムラヤマ  モ ア

村山 百拶 なかよし

教育長宴 3点 渡慶次 2-1 雛 曲 みんなのけんこうをねがって

渡慶次 4-1
トヨハマ   ハナ

害漕 華 みんな仲よく楽 しもう

古堅 6-3 諧等 婆指 平不□な世界を大切に

痩秀賞 28点 喜名 1-2 アラサキ

新臆
コ
湖子 じゃんけんれっしゃでゴーゴーゴー

喜名 1-2
マエダ   カ リン

前田 種臓 かけあしとびできょうそうだよ

喜名 4-1 謹勃 茉農 へい和とせんそう

喜名 4-3 ノエう クレティエン The World

喜名 6-2
コウモト  シユウ

甲本  誌 結 平不□を愛する地球ヘ

渡慶次 司-1
シロガネ  テンショウ

白銀 天翔 えがおいっぱい

渡慶次 2-2 蔀 験 へいわつていいね

渡慶次 2-2 タハラ   ナギサ

田原 凪 かぞくとさかなつり

渡慶次 4-1
ワクガワ  レン

)勇サ|1 糠 ドッチボールは楽しいな

渡慶次 4-1 アラカキ  ッウスケ

新垣 壮左 大きいねこ

渡慶次 4-2 醤生機 巽隼 空を見上げて

渡慶次 6-司
オチアイ  ハル

培合 玄 動物もあわせてみんなの地球

渡慶次 6-1
ヤマウチ

山内 りみ 沖縄の平和を願つて

渡慶次 6-2 テルヤ

照犀
サ ナ

I冊調B 平不□だからできる事

渡慶次 6-2 イレイ  リ ズ

伊滞  穂 泉 勃争をのりこえた先には

読谷 ¬-1 笑我 無孫 へいわつてうれしいね

読谷 1-¬
タカミネ  ア レ ン
高需 緒樺 へいわってうれしいね

読谷 2-1 鼈ぽ 借豊 なかまとなかよく

読谷 2-3 シマダ ナナカ

七恵島 田 へいわつてすてきだね

読谷 3-2 マエジマ

前島 声よσう かなしい

読谷 4-2 誓丞 舌杢乞 全世界仲よしでいよう

読谷 6-2 キンジョウ  リ オ

命上局兌 IE雪ホ¥ これからも平和に

読谷 6-2 オ ク マ ケイ

奥 F日日 庵 平和への祈り

読谷 6-3 瓢 縫 これからも続く沖縄の平和

古堅 4-1
トウヤマ  ユウカ

当 III 煽 村 森のみんなとブランコだ

古堅南 4-1
ミヤザト  ケンジ

宮里 賢治 平不□のおとすれ

古堅南 5-1 癸□転 称み鶉 世界は反達

古堅南 6-1
マツモト  モ カ

松本 萌花 平和と朝争の世界

入 撰 夕 8点



入つた本を紹介した「新音本リスト」を図書館。各公民館・村内スー′ヽ―・コンピニ等で配布しており
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読谷村立図書館夏休み事業

読書通帳
夏休み期間中に読んだ本の記録をつ|す る「読書通帳」|こ 100名の参力0

があり、参力B者のなかなら、下記のこあり今年の各賞が決定しました。
参加者からこ丈、「l巨 白かった」「また参力Bしたい」などの声も頂き敲した。

i「多読賞」 :驚盤 畜さん

鸞

照屋

照屋

助川

善
|・ れ
・

杏凛さ

華奈さ

「さらめき賞」

「読書長者賞」

「館長賞」
ゆうたろう

悠太郎さん

。歪朦 て上さん
。田原 桑為きさん

ん

ん

「頑張つたで賞」
・r逸 なのはさん
・留谷 蟹さん

読書ビンゴにチャレンジ !

ビンゴにチヤレンプするため、普段はあ
まり読まない分類の本 |こ も挑戦 !!参力8し
た子どもたちはビンゴして景品をゲットし、
大喜びでした。

響 ギ校舶実ポ叉フーコンクール 義

午前中、D首 義で読谷村 |こ ついて単び、午後はバス|こ 乗つてフイ
ールドワー

`フ

ヘ !ヤ チムンの里、古堅国民単校跡地、読谷村伝統
工云センターなどを見学し、村内各地を回りました。泉川館長の

案内のもと、普段はなかなか行 |す ない場所へも行き、「とても勉
強 |こ なった」とのあ声も多く、参加した'白

し
さんにとっての「′5ヽ る

さと発見 !Jの機会となつたようです。

入賞作品 E実、地功振興センター′5ヽれあいホールで入賞作品展を行ない、受

賞者や家族の皆さんなど多<の来場がありました。

優秀作品より選ばれた16点 は、給食広報として二単期から給食配送車に掘

示していますので、ぜひご覧<ださい。

給食費 |よ期限内 |こ納めましょう
   ど邑聾蟄

平成29年度学校給食ポヌターコンフール表彰式を7

月28日 に文化センター中ホールで行いました。本コン

4フ ールは、食育の推進こ単校給食への理解や知識の増

進を図ることを目的として毎年行つています。

今年も村内小中単校から92点の応募があり、審査の

結果、金賞 2名、銀賞13橿、銅賞η2名の計27署 の作品

が選ばれ松田教育長より、表彰されました。           受賞されたとしさん占めでこうごぜいきすrr

また、表彰式には多<の保護者の皆さんが出席し、記念
~与
真を撮るなど、受賞を祝いました。 ∞

岬 囲警館だより
読谷村立図書館 TEL:958-31¬ 3
蔵書検索アドレス に
http://1ハ′ww ttb yomitanip/VlyebOpac/、ハlebopac/index do

00鳥 建拶意行事 ≫

■ブックスタートおはなし会
*第 ¬。第3日 8醒圏 集会室にて
【O歳～乳幼児向け】

☆10月 1日、15日 (日 )

10B苦30分～

■キッズビデオ上映会 集会室にて
【児童向け】 *第 3土 B醒 日

即隠 ‐鋪124鋤礫・
★「こん虫と植物」(30ノフ〕

ヽ
)

■おりがみ教窒 集会室にて
*第 2。 第4■ 8醒 日
☆10月 14日、28日 (■ )

基昂甲邑詳綿紙  ぐ逢
★折り紙を持つて、ご参加下さい。

■ おはなし会 おはなしの部屋に
【児童F口]け】*第 2。 4日 8醒 日

☆10月 8日 、22日 (日 )

14時～

て

書 ゅ ラ し よ 電 鍾 鱈
読谷村立学校給食調理場

a982-8081
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弁
O弾道ミサイルは、発射から極めて短時間で着弾します。

○ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、」アラートを活用し

て、晦災行政無線で特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、

緊急速報メール等により緊急情報をお知らせします。

～ 行政からの指示に従つて、藩ち着いて行動してください。 ～

●屋外にいる場合 :□ と鼻をハンカチで覆い、現場から

ちに離れ、密閉性の高しヽ屋内または風土へ避難する。

屋内にいる場合 :換気扇を止め、窓をFォ珂め、目張りを

して室内を密 Fォ電する。

蔭轟f黒護ぷ―タルサイ券
試力攻撃やテ藤森ゴから肇を守るた鶴に

事議峰確認 とておきまとょう孝
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hagO_鵞la R赳 忌:.提竜砕¬:

・
心   ■

草

おFcaョ しヽ合わせ :読谷村役場 3階 総務課 奮982-9201
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困行政梱談晟ぴ人権 りg色 ∩
Ｖ
①

行政相談週間 10月 16日 (月 )～ 10月 22日 (日 )

「行政相談制度」 こ夫、国の役所の仕事に関する苦情や要望等を行政相談委員があ受けして、その解決を

促進するととも|こ 、皆さんの声を行政 |こ役立てるものです。

総務省では、このことを広<国民の皆様に利用していただ<ため、毎年 10月 に行政相談週間を実施 し

てあります。

読谷村では、行政週間に伴い行政相談、人権困りごと相談の合同相談所の開設及び行政相談パネル展を

開催します。

人権困りごと相談 |こ あいて こ夫、年 4回特設相談所を開設してありますが、今回特別に合同開催 します。

いじめ、 DV、 差届」こ夫ど人権問題に関する相談、家庭内のもめごとなどあ気軽にご相談<ださい。人権相

談委員が無料で相談をあ受けし、秘密は固<守りまつ。

【行政相談の開設】
・ 日B寺  10月 18日 (水)13時～ 16時
★
場所 読谷村役場 1階 村民ホール

【パネル展】
★
日B寺 10月 17日 (火)～ 20日 (金 )

★
場所 読谷村役場 1階 村民ホール

【人権困りごと相談の開設】
★日8寺 10月 18日 (水)43時～ 16時
キ
場所 読谷村役場 3階 商工観光課隣り会議室

人権擁護委員 行政相談委員

※受付方法は当日予約のため、直接会場へあ越しください。

瀬縄行政評価事務所では、相談を常時受け付 |すています。

行政苦情 110番  電話 0570-090‐ 110または 867-1100
8時 30分～178寺 15分 (上 。日・祝日を除<)

お問い合わせ : 読谷村役場  1階 生活環境課 a982-9214

1霞で

Ｂ
Ｂ
Ｌ

一
】
冗 ,

0 0υ

ρ胞越ツチン乙蕊V陰ワがら

聞纏錢がやつ電魯議し寇◎

みなも盆誤らしく誇ねが醗じ譲奪。

読谷村では、南米やハワイ及びその他の□々へ穆住した読谷村出働者の 2世や 3世等 |こ 対して、日本語

や沖縄の文化を中心 |こ技術等の習得及び村民との交流を通して社会の発展 |こ寄与する人材の育成を目的に

研修事業を行っています。

今年度 こ丈アルゼンチンとボリビアから研修生を受入れてあり、 9月 1日 より研修を開始してあります。

41月 までの 3カ 月間、日本語の勉強や三線等の沖縄の文化体験、読谷まつり等の伝統行事への参加を行つ

て蔽いります。

れ
ヽ

「 3ケ 月間よろし<あ願いしま
す。がんばります !」

(写
上ヒ嘉

(写真
屋良

右側 )

さや0 さん
真左側 )

ルンアーノ さん

アルゼンチン
ブエノヌアイレス出身

日系 2世
父が楚辺出身です

「読谷のみなさん、あ世話にな
ります。研修がんば ります !」

ボリビア
コロニアオキナワ出9

日系 2世
父が瀬名波出身です
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平耐30年度林J立・記可l黒宮P~肝 (国 )・耐立畑稚園AP~肝申込がはじ茨ります。

保育所 (園 )

平成 30年 4月 1日入所の保育児童 (小学校就単前までの「保育が必要な」薯し幼児)の新入園児受

付 (募集)を下記の日程で行います。

現在入所している方、申し込みの手続きをしていて入所できなかった方 (待機)も再申請が必要

n立のでご注意下さい。

※保育所入所できる児童数 |こ は,艮 りがあり、入所できない場合もありますので、あらがじめご了承

下さい。

【申込用紙配布期間】 平成 29年 10月 η8日 (水 )か ら

【配布場所】 読谷村役場 1階 こども未来課

【受付期間】 平成 29年 11月 ¬日 (水 )～ 11月 呵7日 (金)※土日・祝日は除<
ただし、平成 29年 11月 11日 (土 )・ 12日 (日 )は、9:00～ 11:001こ同受付場所 |こ

【受付時間】

【受付場所】

あいて受付を行います。

9:00-11

読谷村役場

00  //  η3:45′‐υ16:45

1階こども未来課前会議室 金982-9240

幼 稚 園

読谷村立幼稚園では、平成 30年度新入園児の受付 (募集)を下記の日程で行います。入園希望園

児の保護者は、「読谷村立幼稚園 入園願書」と「施設型給付費・地功型保育給付等支給認定申請書」

|こ必要書類を添付して受付して<ださい。

【願書等の配布場所】入園対象園児の保護者へ募集通知を 10月上旬に発送します。

募集通知 |こ記載されている指定の幼稚園|こ て、入園願書を受け取り<ださい。

【受付日時】 平成 29年 11月 10日 (金)14:00～ 16:30(住所 |こ より指定があります。)

【受付場所】 通学区朝の公立幼稚園

【入園対象園児】 村内在住の平成 24年 4月 2日 ～平成 25年 4月 1日 生

ご ど事
(受付日)平成 29年 11月 10日 (金 )

お
盛

受 付 時 間
幼稚園名

14 iOO-15iOO 15iOOヘノ16:30

渡慶次幼稚園 儀 F日日、宇座、長浜 渡慶次、瀬名波、高志保

読 谷 幼 稚 園 高志保、都屋、長浜 波平、土地、座喜味

喜 名 幼 稚 園 座喜味、上地 喜名、伊良皆

古 堅 幼 稚 園 大木、伊良皆、比謝 楚辺、都屋、座喜味

古堅南幼稚園 大湾、比謝、大木 古堅、渡具知、比謝石工

配布に関するあ問い合わせ :こども未来。果 金98歩9240/受付日時に関するあ間い合わせ :各村立幼稚園ヘ
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襲逮喜
「平威29年度 特白丘宙農診要診率…速報 !」

今年度も4月にスタートした特定健診、もうすぐ半年が経過します。公民館等での集団健診も残りわずか

となりました。

9月 1日現在の国保特定健診受診者の状況は、下の表のこありです。

村全体の受診率は、理 となつています。読谷村の特定健診受診率の目標は、60%ですので、目標達

成 |こ |よまだまだ夕夕<の方の受診が必要です。健診受診率の目標達成は、国から財政的な支援を受ける事にも

つながりますが、最も重要なことは、毎年健診を受|す、村民一人ひとりの健康増進が図られるここです。今

年、健診をまだ受|す ていない方は、早めの受診をあ願いします。

平成 29年度 読谷村特定健診受診速報 (平成 29年 9月 1日現在)

1住断 逸
―

対 象 者 垂 診 着 楽 攣 診 着 1馨診 塞

長 浜 627 148 479 23.6%
座 喜 昧 631 142 489 22_5%

喜 名 620 133 487 21.5%
富 燕 保 551 117 434 21.2%
事 座 109 23 86 21.1%
上 地 153 32 121 20.9%
波 平 687 136 551 19_8%
攀 辺 987 191 796 19.4%
瀬 名 波 288 51 237 17_7%
著【屋 237 41 196 17.3%
産 磨 次 307 53 254 17_3%
謙 谷 村 7713 1318 6395 17.1%
伊 良 皆 530 81 449 15_3%
儀 闇 100 15 85 15.0%
上ヒ訂凝 384 44 340 11_5%

大 湾 390 37 353 9.5%
建 具 知 208 16 192 フ_7%

古 堅 483 33 450 6.8%
大 太 399 25 374 6.3%

比 謝 征 22 0 22 0.0%

【健診の受け方は?】  ※いすれかの方法で。

①集団健診を利用する。
②病院やクリニックなどで健診を受ける。(個別健診・人間ドック)

【いつまで受けられる?】

受診期 P日司:平成 30 年 1日 ∩1日 斎で ^

※特定健診 + がん検診 (肺がん・胃がん。 ん)+ 女性は婦人がん検診も忘れずに !

だ
導

<J■

ぐ
ど
r′

目標受診率 60%・・

まだまだ、日標には

層きません !!

*集団健診のご案内*

お

と

な

基本健診・がん検診
(肺 。胃・ 大腸)

受付 8:30～11:OO

10月 22日 (国 )

お見逃しなく…日曜健診

11月 5日 (日 )

※今年度 最後の日曜健診 !!

場所 :文化センター

婦人がん検診
(子宮頸がん 。乳がん)

も十寸 13:00～ 14:30

10月 5日 (本) 10月 19日 (本)  最終日 !

場所 :健康増進センター

こ

ど

も

乳児一般健診 10月 14日 (土)日29年 5月生まれ(前期)日28年 12月生まれ (後期)

1才 6ヶ月児健診 10月 12日 (木)日28年 3月 まれ
場所 :

生き活き健康センター
10月 13日 H27年 7月生まれ

10月 1封 国(水)H26年 3月生まれ

2歳児健康ひろば

3歳児健診

≪お間い合わせ :読谷村役場 1階  健康推進課  a982-9211≫
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5藤 目 の 六 会 緬 記 録 が 諏 隻 g

率 70回 議 谷 潤 隆 上 議 技 大 会
9月 10日、第 70回読谷村陸上競技大会が、読谷村陸上競技場で開催されました。

大会にlよ、17の体協が参加し、各代表選手は日と頁の練習の成果を発揮しました。

今大会は、70回 目の開催となったことを記念し、歴代体協長の特別功労表彰が行われ、現体協長から

感謝の言葉が述べられました。また、 5つの種目で大会新記録が更新されるなど、記録 |こ も記憶 |こ も残る

大会となりました。

【大会新記録】

・40代男子 100メートル           ・一般男子 1600メートルリレー

山内 昌也 (喜名体協)    11秒 3   波平体協           3分 36秒 8

・一般男子 3000メ ートル障害          (比 嘉北斗・古謝l右汰・上地武志 。上地勝利)

仲宗根 徳 (儀間体協)  10分 50秒 7   ・中学女子 400メ ートルリレー

・一般女子走幅跳               波平体協            52秒 0

加藤 畦 (座喜味体協)   5m2cm    (上 地愛花・又吉南緒・比嘉もも・上原青緒)

1600mリ レー新記録の波平体協 特別功労表彰を受けた歴代体協長

ゝ ＼
と

ヽ

ゝ す

′
読谷高校N

名
1下

、

ゝ半~

古堅

中学校
,

|

ゴ

t

1-

一〈
―」 ,‐

||

tザ

ヽ

下水道工事に伴う交通規制と鳳バス (西ルート)の一時的なルート変更について

約司50m スヾ

大木南
バス停

一―

一
ヽ

慰

‐

や
交
通
規
制
区
間

下
水
道

工
事
箇
所

予

I
ヽ

一
中
一一
一
・一

′

村道六木～古堅線の一方通行箇所の下水道工事に伴い、
工事期間中は車両通行止めなどの交通規制が行われます。

今年度、工事期間中の交通規制区間に鳳バス (西ルー

ト)が運行しているため、工事完了までの間、一時的な

ルートの変更を行います。なお、ルートの変更に伴い『大

木南バス停』が東側に約150m移動となります。鳳バスを

ご利用の皆様にはご不便をおかけしますが、下水道工事ヘ

のご理解、ご協力をよろしくお願い致します。

(お問い合わせ)

読谷村役場2階 施設整備課 水環境整備1系

奮 982-9221

‐ ‐ 現 ル ー ト

~ 迂回ルート

交通規制期間

平成30年 1月 30日 まで(予定 )

|ヽ

古



を20¬ 7.10,1 広報よみたん

,

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

代
表
金
９
８
２
１
９
２
０
０

無
料
法
律
相
談
の
あ
知
ら
せ

生
活
環
境
課
　
盆
９
８
２
，
９
２
１
４

無
料
法
律
相
談
で
は
、
村
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
弁
護
土
や
司
法
書
土
か

ら
相
談
内
容

（
一
般
法
律
相
談
、
多
重

債
務
相
談
、
登
記

。
相
続
関
係
相
談
な

ど
）
に
対
し
て
の
対
処
方
法
や
法
的
手

続
き
な
ど
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ヌ
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
相
談

内
容
に
関
す
る
秘
密
は
固
＜
守
ら
れ
ま
す
。

◆
弁
護
土
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

（毎
月
第
３
水
躍
日
）

相
談
日
時

一１０
月
１８
日
（水
）

‐３
時
３０
分
～
１６
時

３０
分

場
　
　
所
一役
場
３
階

一堂
付
方
法

中当
日
受
付
、
そ
の
後
抽
選

※
先
者
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

柚
選
時
間

１̈３
時

相

談

枠

ｉｂ

組

◆
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

（毎
月
第
１

・
２
水
躍
日
）

税
務
課
　
　
　
ａ
９
８
２
１
９
２
０
６

税
務
課
で
は
、
村

・
県
民
税
申
告
及

び
健
康
保
険
税
申
告
を
受
付
け
し
て
い

ま
す
。
申
告
の
際
に
は
、
昨
年
中
の
収

入
が
わ
か
る
も
の
、
各
種
所
得
控
除
の

証
明
書
、
印
鑑
、
運
転
免
許
証
、
マ
イ

学
校
教
育
課
　
金
９
８
２
１
９
２
３
０

来
年
度
小
学
校
へ
入
単
す
る
あ
子
さ

ん
の
保
護
者
の
み
な
さ
ま
へ
。

学
校
保
健
法
に
基
づ
き
、
平
成

３０

年
度
に
小
学
校
に
入
学
予
定
の
あ
子
さ

茨

（平
成

２３
年
４
月
２
日
～
平
成

２４

公
益
財
団
法
人
　
瀬
縄
県
国
際
交
流

・

人
材
育
成
財
団

盗
９
４
２
１
９
２
１
３

一雰
柴
期
間

中１０
月

１６
日

（月
）
ま
で

身
集
対
象

一沖
縄
県
内
に
住
所
を
有
す

る
者
の
ラサ
男
で
、
国
内
の
大
学
、
大
学
院
、

若
し
く
は
専
修
学
校

（専
門
課
程
）
Ｅ

在
学
し
て
い
る
者
。
学
業
、
人
物
と
も

に
優
秀
で
あ
る
が
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
に
困
難
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。

そ
の
他
詳
し
く
は
、
募
集
要
頂
、
ホ
ー

ム
ベ
ー
プ
等
で
ご
確
認
＜
だ
さ
い
。

わ
問
い
合
わ
＝

中
（
公
財
）
瀬
縄
県
国

際
交
流

・
人
材
育
成
財
団
　
奨
学
課

ａ
９
４
２
１
９
２
１
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ブ

手
序
理
ゴ
ゼゼｆ
ｏ
三

ｑ
３
＼

平
成

３０
年
度
大
単
貸
与
奨
学
生
の
募

集

（予
約
採
用
）

平
成

３０
年
度
学
生
募
集

沖
縄
県
立
農
業
大
学
校

ａ
０
９
８
０
１
５
２
‥
０
０
５
０

農
業
を
本
格
的
に
始
め
た
い
方
、
農
地

の
な
い
方
で
も
し
っ
つ
リ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

一

卜
し
て
農
業
の
担
い
手
を
育
成
し
ま
す
。

本
剃

（養
成
部
門
）

修̈
業
年
限
２
年

〈
郵

菜

・
花
き

。
果
樹

・
肉
用
牛
専
政
〉

０

一
般
入
試

一
平
成

３０
年
３
月
卒
業
見

込
の
者
。

一畳
午
叉
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

を
有
す
る
と
知
事
が
認
め
る
も
の
。

短
期
責
【成
科

一
修
業
年
限
１
年

（槻
ね

６０
歳
ま
で
の
方
）
〈専
政
は
本
科
に
同
じ
〉
一

●
特
別
推
薦
入
試

【市
町
村
長
、
農
協
長

（支
店
長
）
、
叉
は
農
業
改
良
普
及
セ
ツ

タ
ー

（農
業
改
良
普
及
課
）
長
が
推
薦

す
る
も
の
で
、
高
一竿
以
上
。

相

談

旧

一①

ｌＯ
月
１１
日
（水
）

②

制
月
１
日
（水
）

③

ｌｌ
月
８
日
（水
）

時
　
　
間

一
１３
時
～

１６
時

場
　
　
所

一役
場
３
階

一堂
付
方
法

一電
話
予
約
ま
た
は
直
接
役
場

窓
□
で
の
予
約

相

談

枠
【先
者
６
組

１０
月
は
、
平
成

２９
年
度
村

・
県
民
税

第
３
期
分
の
納
期
で
す
。

税
務
課
　
　
　
ａ
９
８
２
１
９
２
０
６

１０
月
は
、
平
成

２９
年
度
村
県
民
税

第
３
期
分
の
納
期
で
す
。

６
月
に
あ
届
け
し
た
納
税
通
知
書
の

中
つ
ら
第
３
期
分
の
納
付
書
を
ご
確
認

の
う
え
、

１０
月

３‐
日

（
火
）
ま
で
に
、

役
場
、
金
融
機
関
、
ま
た
は
コ
ン
ビ
二

エ
ソ
ヌ
ス
ト
ア
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
あ
願
い
し
ま
す
。

□
座
振
替
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
は
、

振
替
日
が

個

月

３‐

日

（火
）
と
な

っ

て
い
嵌
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
残
高
の

ご
確
認
を
よ
ろ
し
く
あ
願
い
し
ま
す
。

平
成

郷

年
ド
村

。
県
眠
税
第
３
朗

納
期
限

【
平
成

２９
年

１０
月

３‐
日

（哄
）

村

・
県
民
税
申
告
及
び
国
民
健
康
保

険
税
申
告
の
窓
□
受
付
に
つ
い
て

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
通
知
カ
ー
ド
を
も

っ
て
税
務
課
窓
□

へ
あ
越
し
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
申
告
す
る
ご
本
人
と
扶
養
親
族
の
方

の
分
が
必
要
で
す
。
申
告
が
な
い
場
合
、

□
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度
が
受
け

ら
れ
な
い
、
高
額
療
養
費
の
給
付
に
影

響
が
あ
る
な
ど
不
利
ム
を
被
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
申
告
が
ま
だ
の
方
は
早
め

に
行
い
ま
し
よ
う
。

年
４
月
１
日
生
れ
）
を
対
象
と
し
た
就

学
時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
対
象

と
な
る
世
帯
に
は
個
別
に
通
知
い
た
し

ま
す
の
で
、
日
程
を
確
認
の
上
、
ご
参

加
＜
だ
さ
い
。

財
安
な
も
の
中

◆
就
学
時
健
康
診
断
通
知
書

（
個
月
中

旬
頃
に
届
い
た
封
書
）

◆
親
子
健
康
手
帳

（母
子
健
康
手
帳
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

公
益
財
団
法
人
　
瀬
縄
県
国
際
交
流

・

人
材
育
成
財
団

金
９
４
２
１
９
２
１
３

芳
集
期
間

一１０
月

１６
日

（月
）
ま
で

雰
集
対
象

一沖
縄
県
内
に
住
所
を
有
ヴ

る
者

の
子
弟

で
、
平
成

３０
年
３
月

高
等
学
校
等
を
卒
業
予
定
で
あ
り
か
つ

平
成

３０
年
４
月
に
、
国
内
の
大
学
及

び
短
期
大
学
へ
進
学
す
る
希
望
を
持

っ

て
い
る
者
。
学
業
、
人
物
と
も

で
あ
る
が
経
涛
的
理
由
に
よ
り
修
単
に

困
難
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。
そ
の

他
詳
し
＜
は
、
募
集
要
頂
、
ホ
ー
ム
ベ

ー
プ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

あ
問
い
合
わ
せ

¨
（公
財
）
浄
縄
県
□

際
交
流

。
人
材
育
成
財
団
　
奨
学
課

ａ
９
４
２
１
９
２
１
３

ホ
ー
ム
ヘ
ー
プ

歩
庫
更

すヾ
と
ｆｆ
ｏ
三
ｑ
」Ｒ

水
道
メ
ー
タ
ー

（量
水
器
）
取
替
作

業
の
あ
知
ら
せ

水
道
課
　
　
　
金
９
８
２
１
９
２
２
３

現
在
、
村
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

水
道
メ
ー
タ
ー
で
、
使
用
期
間
が
６

年
以
上
経
過
し
て
い
る
も
の
を
対
象
に
、

１０

月
よ
り
順
次
取
替
え
作
業
を
行
い

茨
す
。
対
象
の
メ
ー
タ
ー
を
使
用
中
の

方
に
は
、
事
前
に
作
業
予
定
日
を
ご

案
内
し
茨
サ
。
な
あ
、
取
替
作
業
は

読
谷
村
が
委
話
し
た
水
道
事
業
者
が

行
い
ま
す
。

●
取
替
費
用
は
無
料

で
、
実
作
業
は

１０
分
程
度
で
す
。

●
詳
細
Ｅ

つ
い
て
は
水
道
課

・
業
務

係
茨
で
あ
間
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

就
学
時
健
康
診
断
の
あ
知
ら
せ

国

・
県
等
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成

２９
年
度
賞
与
奨
学
生
の
追
加
昇
集

二hすo
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| ありんヾとうございました
～読谷村育英会への寄付～     a982-9228
◆一般寄付として

株式会社Hea‖ y様 一二―― 喜署458番地3-一-1万円

◆香典返しとして

長浜 真博様(故 :静様) 字長浜      10万円

知念 ミサ様(故 :正哲様)字高志保     5万 円
～社会福祉協議会への寄付～    a958-2939
◆香典返しとして

松田 栄様(故 :榮喜様) 字楚辺      10万円

長浜 真博様(故 :静様) 字長浜      5万 円

広0

０

一
般
入
試

善
向
卒
以
上
の
学
歴
を
有
す

る
者
又
は
高
校
卒
業
見
込
の
者
で
、
３

年
以
上
の
職
歴
を
有
す
る
者
。

願
書
受
付
期
間

一相

月
１
日

（水
）
～

杷
月

２０
日

（水
）

試
験
日
一平
成

３０
年
１
月

脩
日

（来
）

願
書
受
付
場
所

【県
立
農
業
大
学
校

（署

護
市
大
北
１
‐１５
‐
９
）

ナ
イ
ト
登
山
に
挑
戦
し
、
夜
景
を
楽
し
も
う

沖
縄
県
立
石
用
青
少
年
の
家

全
９
６
４
‥
３
２
６
３

日
　
　
時

一１０
月

２８
日

（
土
）

１７
時

３０
分
受
付
　
１８
時
～

２‐
時

募
集
人
数

一
３０
筈

（中
学
生
以
上
）

参
加
費
用

一
一
人
あ
た
り

５００
円

場
　
　
所

一沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の

家
石
川
岳
Ａ
コ
ー
ス

（約
１
時
間
）

持

ち

物

一軽
食
、
飲
み
物
、
懐
中
電
知
、

帽
子
、
軍
手
、
タ
オ
ル

申
込
期
間

一１０
月

１７
日
～

閉
日

申
込
方
法

一直
接
電
話
で
申
し
込
ん
で

＜
だ
さ
い
。

※
定
員
に
達
し
狽
第
締
め
切
り
ま
す
。

服
　
　
装

中
断
外
活
動
に
適
し
た
服
装

含
猛
収
長
ズ
ボ
ン
、山
歩
き
に
適
し
た
靴
等

「第
２６
回
馴
あ
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン
」

参
加
者
募
集

あ
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

金
９
３
０
‐
０
０
８
８

Ｆ

Ａ

Ｘ

９
３
０

‐
０
１
４
１

大
会
期
日
手
洋
隅
３０
年
２
月
１８
日

（日
）

※
雨
天
決
行

開
催
場
所
中瀬
縄
県
裕
⌒⑭運
動
公
園
（泡
瀬
）

参

加

料
【①
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

（
一
般
部

問
及
び
競
技
部
門
）
硼
円
　
※
高
校
生

・

６５
歳
以
上
は

剛
円
／
②

一
般

１０
ｋｍ
部

門

剛
円
、
高
棟
生

個
ｋｍ
部
門

卿
円

※
傷
害
保
険
料
等
含
ぬ
。
※
視
覚
障
害

者
の
伴
走
者
は
免
除
。
※
競
技
部
門
は

日
本
陸
連
登
録
競
技
者
に
限
る
。

申

込

抗

一あ
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委

員
会
事
務
局
、
琉
球
新
報
社
各
窓
□
、

瀬
縄
銀
行
受
付
窓
□
、
県
内

・
県
外
フ

ア
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
全
店
舗
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
込
な
ど

申
込
期
間

中杷

月
８
日

（金
）
ま
で

※
定
員
に
達
し
狽
第
締
め
切
り
ま
す
。

平
成
２９
年
度
第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試

験
の
実
施
に
つ
い
て

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
沖
縄
県

支
部
　
　
　
　
　
金
９
４
「
‐
５
２
０
１

試
　
験
　
日

一杷
月
３
日

（日
）

試
験
の
種
類

【
甲
種
、
乙
種

（第
１
類

～
第
６
類
）、
丙
種

願
書
受
付
期
間

掩

月

２０
日

（金
）
～

１０
月

２７
日

（金
）

願
書
配
布
先

一
各
消
防
本
部
予
防
課
、

県
富
古
事
務
所
総
務
課
、
県
八
重
山
事

務
所
総
務
課
、
消
防
試
験
研
究
セ
ツ
タ

ー
沖
縄
県
支
部

※
電
子
申
請
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ベ
ー
プ
を
ご
覧
＜
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
プ

歩
麻
０
事
事ヽ
ゼｓ
一ぁ
Ｊ
ｏ
⊂
σ
？

∽
す
一ズ
①
う
０
戸
一〇

昭
和
４２
年
度
生

５０
歳
大
同
期
会

昭
和
４２
年
度
生
　
祝
　
５。
歳
大
周
期
会
実

行
委
員
会

ａ
０
８
０
‐
２
０
６
４
ｉ
３
７

４
３

（富
里
）

日
　
時
一１１
月
４
日

（土
）
１４
時
～

１７
時

場
　
所

邑
重
見
城
市
民
体
育
館

△
ム
　
費

一５
，
０００

円

（
フ
リ
ー
ド
リ
ツ
ク

・

オ
ー
ド
ブ
ル

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
込
み
）

企
画
と
し
て
催
し
物
を
た
く
さ
ん
ご

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
大
同
期
会
の
収

益
は
、
子
ど
も
の
負
困
対
策
等
の
支
援

に
活
用
し
ま
す
。

平
成
題
年
度
　
電
波
の
安
全
性
に
関
す

る
説
明
会

総
務
省
沖
縄
総
合
通
信
事
務
所
監
視
調

査
課
　
　
　
　
ａ
８
６
５
，
２
３
０
８

日

時

４６

月

３‐
日

（火
）
１３
時

３０
分

～

裕
時

（偲
時
一〕
付
）

場
　
所

浦̈
添
市
社
会
福
祉
セ
ツ
フ
ー

３
階
　
大
研
究
室

申
込
先

一沖
縄
総
合
通
信
事
務
所
の
ホ

―
ム
ペ
ー
プ
か
ら
あ
申
し
込
み
て
だ

さ
い
。

ホ
ー
ム
ベ
ー
プ

一

Ｊ言
つ
ヽヾｒｆぞｆミ
∽ｏ
ｃ
ヨ
Ｆ
Ｑ
ｏ
一０
お
ｏ
ｃ赫
ｃき
斎一つ
ω
≦
望

年
末
調
整
等
説
明
会
の
ご
案
内

沖
縄
税
務
署
　
ａ
９
３
８
１
０
０
３
１

年
末
調
整
及
び
法
定
調
書
等
の
作
成
の

仕
方
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
一１１
月

２０
日

（月
）

時
　
間
中①

ｌＯ
時
～

１２
時

３０
分

対
象
市
町
村

中沖
縄
市
、
北
谷
町
、
読

谷
村
、
中
娩
村

②

‐３
時

３０
分
～

１６
時

対
象
市
町
村

い宜
野
澄
市
、
う
る
ま
市
、

嘉
手
納
町
、
北
中
効
村

場
　
所

中瀬
縄
コ
ン
ベ
ツ
ン
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
劇
場
棟

※
説
明
会
会
場
へ
の
あ
問
い
合

わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
会
場
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
い
た
だ
＜
よ
う
ご
協

力
を
あ
願
い
し
ま
す
。

あ
間
い
合
わ
せ
先

一沖
縄
税
務
署

（代
表

金
９
３
８
１
０
０
３
１
）

|ゆ
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動

推
進
中
，
Ｉ

ニライ消防本部

救急出場及び火災 ]救助発生件数
▼救急出場件数 (平成29年 8月 中)

▼8月 火災発生件数   1件
▼8月 一般敷助発生件数 1件
▼8月 風水害発生件数  0件

嘉手納警票署

管内における刑法と巳認知件数
▼ (平成29年 8月末現在)

項 目
平成29年 平成28年 増 減

(8月 中) (8月 中) (件数)

凶悪犯(殺人、強盗等) 4 1 0

粗暴犯1暴行、傷害等Ⅲ 14 14 -3

窃盗犯 109

24 -4

6 4

13 0

66 14

知能犯十詐欺、横領等| 6 4 2

風俗犯(強制わいせつ等| 0 2 -2

その他鰐物損壊Ⅲ住居侵入牛| 24 -5

全汗1法 IB(8月 計) 148 145 3

種別
読谷村 嘉手納陶北谷町

火  災 0 0 0

自然災害 0 0 0

水  難 0 0 0

交  通 7 8 6

労  災 3 0 2

運動競技 0 4 3

一般負傷 27 9

加  害 0 0 0

自損行為 1 0 0

急  病 111 57 408

転  院 7 4 1

その他 1 0 0

不搬 送 19 16 11

月  計 176 152

平成29年累計 1440 608 4136

FMよみたんで、嘉手納警察署の広報番組を放送中 I

員翌歩夢F柴蹴笹馨桑象
いラジオ弾h豹

O自転車の盗難、車上ねらいが多発しています|

・自転車はツーロックの徹底、ヮイヤーロックは固定物に力Чする
1車を離れるときは必ず鍵を力Чする!

※不審な人を見かけた場合は

嘉手納警察署(a956‐0110)まで連絡をお願いします。



鋼
考
Ψ
議
お

ジュニアフェスティ′ilレ
in読谷まつり

まつり会堀

◇読谷村運動広場
◇読谷村多目的広場

の伝続工雲総含センター

◇体育センター

◇読谷むら映むら闘牛場

人 口 :40,777(-34)

男 :20,146(-22)

女 :20,631(-12)

出生 〔27〕  転入 〔η32〕

死亡 〔27〕 転出 〔166〕

世帯 :15,318(+9)

外国人登録者数

人口 :565 世帯 :397

( )内 は前月比

ユタサアル フンシ

ゆたさある 武″ト
マサル  テムグクル

優る厨遥
サチフクル ハナヤ

咲きこ孝る丈1とや
ガンジュウヌ   ンマ

健康の構

ム 働

夕■Ⅲ

■ォ】七 来

1え容4

併か
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奮
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党
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Ⅷ
,しオサ1!

読谷村公式ホームページ
http:〃 www vi‖ yomitan okinawa jp/
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